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「ノ丶イ ピァ リァ ン」と「ハ イ ビ ァ リァン
の 没落 」の 同一・性 と差異 性
一(2)共通の詩行について　　その2
安 藤 幸 江
は じ め に
本誌12号の拙論,共 通 の詩行 につ いて一 その1の 後 を うけ て,「 ハ イピ
ァ リァソ」第一巻,72-94行と 「没落」第一巻,372-411行とを比較検討
します。便宜 上,二 つY'分け ます。
1
「ハ イピ ァ リァン」第一巻,72-82行と 「没落」第一巻,372-387行。
「・・イピア リアン」第 一巻,72-82行は 「没落」 の第一巻 ・372-381行
に相当し ます。それぞれ引用してみまし ょ う。
o As when, upon a tranced summer-night, 72 
   Those green-rob'd senators of mighty woods,  
   Tall oaks, branch-charmed by the earnest stars, 
  Dream, and so dream all night_without a stir, 75 
   Save from one gradual solitary gust 
   Which comes upon the  silence and dies  off, __ 
 o As if the ebbing air had but one wave; 
   So came these words_and went; the while in tears 
  She touch'd her fair large forehead to the ground, 80 
   Just where her fallen hair might be outspread 
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o A soft and silken mat for Saturn's feet. 
                (Hyperion, Book1,11.  72-82) 
 o As when, upon a tranced summer-night, 372 
   Forests, branch-charmed by the earnest stars, 
   Dream, and so dream all  night withouta  noise, 
  Save from one gradual solitary gust, 375 
  Swelling upon the  silence  ; dying  off  ;
o As if the ebbing air had but one wave; 
  So came these  words  , and went;the while in tears 
  She press'd her fair large forehead to the earth, 
 just where her  fallen hair might  spread in curls, 380 
o A soft and silken mat for Saturn's feet. 
         (The Fall of Hyperion, Canto I,  11.  372-381)
御 覧 の 通 り,「 ハ イ ピ ァ リア ソ 」72行 と 「没 落 」372行 と は 全 く 同 じ で す 。
詩 行 の 頭 の 小 さ い 丸 印 が そ れ を 示 し て い ま す(こ の 丸 印 及 び 下 線 は 筆 者 に
よ る 。 以 下 の 引 用 文 に お い て も 同L')。 こ の 行 で は"tranced"とい う語 が
印 象 的 で あ り,以 下 数 行 の 基 調 と な っ て い ま す 。
と こ ろ が,次 の 行 は 異 な っ て い ま す 。 で は 相 違 点 を 検 討 し て ゆ き ま し ょ
う。 ま ず,「 ハ イ ピ ァ リ ァ ン 」73行 目 か ら74行 目 に か け て の"Those
green-rob'dsenatorsofmightywoods,/Talloaks"の1行余 は,「 没 落 」
で は"Forests"の一 語 に な っ て い ま す 。"Thesegreen-rob'dsenatorsof
mightywoods"と"Talloaks"とは 同 格 で す 。"oak"は 御 承 知 の 通 り イ
ギ リス お よ び ヨ ー ロ ッ パ の よ く知 ら れ た 森 の 木 で す 。 こ の 木 を キ ー ツ は
"senator"に譬 え て い ま す
。"senator"とい うの は,現 在 で は,上 院 議
員,古 代 ギ リ シ ャ,ロ ー マ 時 代 で は,元 老 院 議 員 で す が,().E.D.では 次
の よ うな 意 味 が 与xて あ っ て,キ ー ツ の こ の 一 行 が 引 用 し て あ りま す 。
senatorlnvaguersense:Acounsellor,statesman;
aleaderinStateorChurch.Alsofzg.(O.E.D.)
即 ち,国 家,あ る い は 教 会 を 指 導 し た り,そ れ に 助 言 を 与}る 年 令,名
望,地 位 共 に 高 い 人 物 で あ り ま し ょ う。 緑 豊 か に 茂 り,大 空 に 向 か っ て,
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す っ くと伸 びている樹令の高い大 木の樫 の木には,ま さにぴ った りです。
「樹令 の高 い」 と言いました が,樫 の木 とい うのは イギ リスで最 も寿命の
長 い木 の一 つです。
のTh
eoakisoneofthelongest-livedofEnglishtrees.
MR・Ridleyは そ の"Keats'Craftsmanship"の 中 で,こ の 「・・イ ピ ァ リ
ァ ン 」72-73行 に つ い て 次 の よ う に 言 っ て い ま す 。
(2)Th
efirsttwolinesweregoodenoughtosatisfyanyone.
'
ところカミ,このす ぐれた詩行 の73行が 「没落」 では削 除 されて しまい,簡
単に"Forests"となってしまい ました。惜 しい ことで す。 ただ,こ の森
　
に 樫 の 老 木 が 生 え て い る こ と は,403行 目 に"time-eatenoaks"とあ る の
で わ か りま す 。
"branch-charmed"から 始 ま る 次 の 二 行 は 両 詩 共 に ほ ぼ 同 じ で す
。 た だ
違 う の は,行 末"withouta"の 後,「 ハ イ ピ ァ リ ァ ン 」 で は"stir"です
が,「 没 落 」 で は"noise"で あ る こ とで す 。 この 場 合"stir"と い う の
は,"Slightormomentarymovement"(0.E.D.)の意 味 で す 。"without
astir"と い う の は,「 身 動 き 一 つ せ ず 」 の 意 で す が;こ れ はoakが
senatorに譬 え られ,擬 人 化 さ れ て い る の を うけ て い る と 考Z .られ ま す 。
つ い で な が ら,キ ー ツ に は こ の 他 に,"nostirofair"(Hyperion,Book
I・L7)と``nostiroflife"(TheFallofHyperion,CantoI,1.310)とし・
う表 現 が あ りま す 。
一 方 ,"noise"は次 の 意 と思 い ま す 。
Asoundwhichisnotremarkablyloud.
1833TennysonLadyofShalottIV,iii,Thro'the
noisesofthenightShefloateddowntoCamelot.(O.E.D.)
コ
余 り大 き くな い 音,か そ け き 音 で す 。 キ ー ツ も 次 の よ うに 使 っ て い ま す 。
Alittlenoiselessnoiseamongtheleaves(Istoodtip-toe,1.11)
Arustling-noiseofleaves(Endymion.Bookll,496)
木 の 葉 の そ よ ぎ の よ うな;さ さ や か な 音 な の で し ょ う。"withoutanoise"
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なのは,主 語が"Forests"なので,木 の葉 のそ よぎ一つ な くの意です。
あた りの静け さを表わ してい る これ ら二つの表現は,ま た語 の音 か ら受
け る感 じが違 ってい ます。〔St2:〕は固 く澄んでひ きし まった 啓 じなのに対
し て,〔noiz〕は柔い感 じです。,
さて,こ こでつけ加xて おきた いのは,こ の
"branch-charmedbytheearneststars,
Dream,andsodreamallnightwithoutastir"
と い う詩 行 が,初 め か ら こ ん な 風 で は な か っ た と い う こ と で す 。 「一 心 に,
み つ め る星 た ち に よ っ て,枝 に 魔 法 を か け ら れ て,一 晩 中,身 動 き も せ
ず,夢 み る」 と い う こ の す ぐ れ た 詩 の 最 初 の 形 は 次 の よ うで す 。
Theoaksstandcharmedbytheearneststars
くの
Andthroughallnightwithoutastirtheyrest,
こ の 二 つ の 詩 を 較 べ て,結 果 論 的Y'言 え ぽ(な ぜ 結 果 論 的 に か と 言 う と,
こ の 形 炉 ら す ぐV'今 あ る も の に な っ た の で は な く,幾 度 か の 訂 正 を 経 て い
る か ら で す),"The"が"Ta11"に な っ て,大 木 で あ る 樫 の 木 の ・ そ の 高
さ が 強 め ら れ ま し た 。"stand"とい う の は 木Y'と っ て 当 然 す ぎ る 表 現 で す
し,特 に こ の 場 合,樫 の 木 は"senator"に 譬xら れ 擬 人 化 さ れ て い る の
(4)
で,"stand・・で はRidleyの 言 う よ うに あ ま りに"colorless"で・ こ の 詩
行 に ふ さ わ し くな い と 言 え ま し ょ う。,そ れ が,"branch-charmed"と変
え ら れ た 結 果,72行 目 の"tranced"と 呼 応 し て,我 々人 間 が 手 足 に 魔 法
を か け ら れ る よ うG',木 々 の 手 足 と も い うべ き 枝 に 魔 法 を か け ら れ た と い
う こ と で,よ り生 き 生 き し た イ メ ー ジ を 作 り 出 し て い ま す 。"stand"と
"rest"とい う動 詞 を 訂 正 し て 使 わ れ た"dream"は"tranced""charmed"
と見 事Y'呼 応 し,colorfulで,前 述 の 動 詞 な ど に は な い イ メ ー ジ の 広 が り
を 与 え て い ま す 。 更Y',こ の 印 象 の 強 い"dream"を 繰 り返 す こ と に よ っ
て,星 あ 光 を 浴 び て 佇 ん で い る 樫 の 木 の 姿 が,い わ ゆ るvisualpictureと
な っ て 浮 か ん で 来 ま す 。
さ て,こ こV'"Savefromonegradualsolitarygust"と一 陣 の 風 が 吹
くの で す が,そ の 表 現 は 最 後V'コ ソ マ が あ る か な い か だ け で 両 詩 共 に 全 く
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同 じです。 これ も最初は"Savefromonesuddenmomentarygust"で
あったのが,こ んな風 に改め られ ました。改めた方 が音 の感 じか ら も意味
の上 か らも良い と思います。突然パ ツと吹 くのではな くて,次 第 に強 くな
り,ひ とわ た り木の間を吹 く風 この方があた りの静 けさに調和 してい ま
すし,譬 え られているモネータの言葉の調子に もふさわ しいです。
次の行 「・・イピァリァソ」72行目の"whichcomesupon"と"diesoff"
が,「 没 落」376行目では"Swellingupon"と"dyingoff"になってい ま
す。意 味は 同じですが,片 方は動 詞の現在形を使 い,も う一方は現在分詞
の形を使 っています。 ここの情景は次行 の"asiftheebbingairhadbut
onewave"が示 して います よ うY',風が波の うね りの よ うに うね ってい
るのです。 この点か ら言えば,「 没落⊥ の方 がその滑 らかな音 の流れか ら
して よ り優 れ てい るよ うです。 そのア クセソ ト,抑 揚か らも風 の 灸ね りが
感得 出来 ます。
Swellinguponthesilence;dyingoff;
(TheFallofHyperion,CantoI,376)
ひ き続 く"Socamethesewordsandwent;"は,このよ うY'モネータ
の言葉 は聞 こえ,そ して消 えてい った とい うのですが,こ れ も,コ ンマの
ある,な しの違 いだけです。
次は,モ ネ ータが額を地面にりけ てい るところの描写 ですが,「 ハ イピ
ァ リァソ」 では"touch'd",「没落」では"press"です 。普通,touchと
い うのは,体 の部分 で も手 とか 足 とかを 触れ させ るもので,額 な どには
あま り使わない もの です。 この点,"press"の方が 一般的 で し ょう。
"ground"と"earth"の相違は さほ どないか と思い ます。
次行"Justwhereherfallenhair"では,「 ハ イピ ア リアン」 の
"mightbeoutspread"とし・う受身 の表現 はあま り適 当で ない よ うY'思い
ます。 しか し,「 没落」 で"mightspread"とした のは よいですが,"in
curls"としてい るのは,グ ロテス クな 感 じがしないでは あ りません。最
後の"asoftandsilkenmatforSaturn'sfeet"は両詩 共に全 く同じです
が,トその髪のひろが りをマ ットに譬 えてい るのもなにか不似合です。
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後半の部分を引用しましょう。
噸
z
馬
54
0
One moon,  with alteration slow, had shed 83 
Her silver seasons four upon the night, 
And still these  two were postured motionless, 
Like natural sculpture in  cathedral cavern; 
The frozen God still couchant on the earth, 
And the sad Goddess weeping at his  feet  : 
• Until at length old Saturn lifted up  
His faded eyes, and saw his kingdom gone, 90 
And all the gloom and sorrow of the place, 
And that fair kneeling Goddess; and then spake, 
As with a palsied tongue,  and while his beard  
Shook horrid with such aspen-malady:  
             (Hyperion,Book I, 83-94) 
Long, long, those two were postured motionless, 382 
Like sculpture builded up upon the grave 
Of their own power. A long awful time 
I look'd upon them; still they were the same; 385 
The frozen God still bending to the Earth, 
And the sad Goddess weeping at his  feet,_ 
Moneta silent. Without stay or prop  
But my own weak mortality, I bore 
The load of this eternal quietude, 390 
The unchanging loom, and the three fixed shapes  
Ponderous upon my senses a whole moon. 
For by my burning brain I measured sure  
Her silver seasons hedded on  the night 
And ever day by day methought I grew 395 
More gaunt and ghostly—Oftentimes I pray'd 
Intense, that Death would take me from the vale  
And all its burthens—Gasping with despair 
Of change, hour after hour I curs'd myself: 
Until old Saturn  rais'd his faded eyes, 400 
   A
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  And look'd around and saw his  kingdom gone, 
 0 And all the gloom and sorrow of the place, 
  And that fair kneeling Goddess at his feet.
 As. the moist scent of flowers, and grass, and leaves  
  Fills forest dells with a pervading air, 
 Known to the woodland nostril, so the words 
  Of Saturn fill'd the mossy glooms around, 
  Even to the hollows of time-eaten oaks, 
  And to the winding in the foxes' holes, 
  With sad low tones, while thus he spake, and sent  
   Strange musings to the solitary Pan. 
         (The Fall of Hyperion,Canto I, 382-411)
405 
410
この部 分で の両詩 の表現はかな り違 って きます 。 どち らも,サ ターン と
モ ネータが一月 の間身動 きせずにいた ことを述べ てはい るのですが,「 ハ
イピァ リァン」 の方は純粋な物語であ るので,そ の情 景を客観的に表わ し
てい るのに対 して,「 没落」 の方は,詩 人が その情景Y'立ち合っているた
め,詩 人の心情的体験 も述べ られています。 まず 「ハ イピァ リァソ」83-
85行で,
"One moon with alteration slow had shed 
Her silver seasons four upon the night, 
And still"
と二行余で歌われ ている ところは,「 没落」では"Long,10ng"の二語に
な っています。 「/・イピァ リァン」84行目で"silverseasonsfour"とい う
のは月が,新 月,上 玄,下 玄,満 月 と変 り,一 月経つ ことを 示 してい ま
す。 「没落」 では"Long,10ng"で,どの位の期 間か は最初はわか りませ
んが,392行目で"awholemoon"と 出て きますので,こ れ も 一月 と
い うことにな ります。 また394行目には"hersilverseasons"とい う表 現
が出て きます。 ここで注意すべ きことは,「ハ イピァ リァソ」で は"alter-
ationslow"とか"silverseasonsfour"とか,名 詞 の後 に 形容詞 の来
る,い わゆ る ミル トソ的倒置,"Miltonicinversion"ヵミ使われ てい るこ と
で,「 没落」 の方 では,そ うい う倒置は な くな ってい ます。 「ハイピァ リ
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ア ン 」 は ミル トソ の 影 響 を 受 け て い る と い わ れ て い ま す が,こ れ も そ の あ
ら わ れ の 一 つ で す 。'
上 に 続 く"thesetwowereposturedmotionless"は,"these"と
"those"の違 い だ け で
,両 詩 共 に 同 じ1で,こ の 動 か ぬ 姿 を 共 に"sculpture"
に 譬 え て い る の で す が,そ の"sculpture"のそ れ ぞ れ の イ メ ー ジ は 違 っ て
い ま す 。
ま ず,「 ハ イ ピ ァ リ ァ ソ」 で は,"naturalsculpture"で"cathedral
cavern"の中 に あ る も の で す 。 こ の 場 合,"natura1"とい う の は 「自 然 に'
で き た,自 然 に よ っ て 浸 蝕 さ れ て で き た 」 と い う意 味 で す 。 こ の 「ハ イ ピ
ァ リ ァ ソ 」36行 目にM,Allottは 次 の よ う な 註 を 付 け て い ま す 。
Rockssoerodedbytheseathatwerecognizehumanfeaturesintheirforms.
(MiriamAllots,p.401)
即 ち,海 に よ っ て 人 間 の 形 に 浸 蝕 さ れ た 岩 ㊧ こ と で す 。 つ い で な が ら,
「ハ イ ピ ァ リ ァ ソ 」 第 一 巻,4行 目で サ タ ー ソ は"quietasastone"と
石 に 譬 え られ て い ま す 。 そ し て ま た,こ の 行 の"cathedralcavern"とい
う の は,セ リン コ ー トは じ め 多 く の 学 者 が 指 摘 し て い る よ うに,キ ー ツ は
"Finga「sCave"のこ と を 考 え て い た と 思:われ ま す 。 こ の フ ィ ン ガ ル の 洞
窟 を 彼 は1818年 て月 の 冬 コ ッ トラ ン ド旅 行 の 時V'訪 れ ま し た 。 そ し て そ れ
に と て も感 動 し,"NotAladdinmagian"で始 ま る"OnVisitingStaffa"
と 題 す る 詩 を 書 き,そ の 中 で,こ の 洞 窟 を"ThisCathedraloftheSea!"
と 呼 ん で い ま す 。
      On Visiting  Staffs 
Not Aladdin magain 
Ever such a work began;
 ` I am Lycidas
,' said he, 
 Tam'd in funeral minstrelsy! 
This was architected thus 
By the great  Oceanus!— 
Here his mighty waters play 
Hollow organs all the day;
1
25
56
!「ハ イ ピ ァ リァ ソ」 と 「ハ イ ピ ァ リァ ソ の 一:」の 同一 性 と差 異性'
Here by turns his dolphins all, 
Finny palmers great and small, 
Come to pay devotion due— 
Each a mouth of pearls must strew. 
Many a mortal of these days, 
Dares to pass our sacred ways, 
Dares to touch audaciously 
This Cathedral of the Sea!
30
36
そして,こ の詩 を書 き送 った弟ThomasKeatsに対す る7月26日付の手
紙で彼は この詩行 を暗示す るよ うな次 の文章を書いてい ます。
The finest hing is Fingal's Cave—it s entirely a hollowing out of Basalt Pillars. 
Suppose now the Giants who rebelled against Jove had taken a whole Mass of 
of black Columns and bound them together like bunches of matches—and then 
with immense Axes had made a cavern in the body of these columns—of course 
the roof and the floor must be composed of the broken ends of these columns— 
such is Fingal's Cave except that the sea has done the work of excavation a d is 
continually washing there For solemnity and grandeur it far surpasses the 
finest cathedral. (Letter to Thomas Keats, 26 July 1818)
以上の ことよ り,「 ハ イピァ リァソ」 の彫像 は,海 岸 の洞窟 の中,波Y'よ
って浸蝕 された人 間の形を した岩の イメージです。
一方 ,「 没 落」 では,"buildedupuponthegrave/Oftheirown
power"とあ るように,墓 の上Y'刻まれた彫像 です。 この場合 の彫 像は墓
の下 の埋め られた人 のあ りし 日の姿 をそのままに彫 られた ものです。 これ
とよく似 た裘現 は,ダ ンテのr神 曲」 の 「煉獄編」 の十二巻,1s‐rs行Y'
あ ります。 キーツはケ ァ リーの訳で それ を愛読 してい ました。 ケァ リーの
訳 で この部分 を引用 してみ ます と,.
 As, in memorial of the buried, drawn 
Upon earth-level tombs, the sculptur'd form 
                    (5) Of 
what was once appears...
「没落」はダンテの影響を受けているといわれていますが,こ の部分もそ
の一例にあた ります。
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「没 落 」 の 次 の 一 行 半,384行 目 か ら の"Alongawfultime/1100k'd
uponthem;stilltheywerethesame;"は.「ハ イ ピ ァ リ ァ ン 」 に は あ り
ま せ ん 。 次 の 行,こ の 動 か な い サ タ ー ン を"frozenGod"と 言 っ て い る 行
で は,「 ハ イ ピ ァ リ ァ ン 」 の"couchant"が 「没 落 」 で をま"bending"と
よ り 自 然 に な っ て い ま す 。 普 通"couchant"は獣 な ど が うず く ま る の に 使
わ れ ま す が,ミ ル トン は セ イ タ ソ に つ い て こ れ を 使 っ て い ま す 。Paradise
Lost第五 巻,405行 目 で"Hiscouchantwatch"と言 っ て い ま す 。 キ ー ツ
は こ の 先 例Y'従 っ た の で し ょ う。 キ ー ツ ほ ミル トソ の こ の 筒 所 に 印 を つ け
て い ま す 。
「没 落 」....行 は.「没 落 」 独 自 の も の で す 。 こ こ で は,こ の 動 か な
い 神 々 を 前 に し て,そ の 沈 黙 の 重 さ に じ っ と 耐xて い る 弱 い 作 者 の 姿 が 描
か れ て い ます 。390行 目"Theloadofthiseternalquietude"や,392行
目"Ponderousuponmysenses"など の ユ ニ ー ク な 表 現 に よ っ て,そ の
感 じ が よ く表 わ れ て い ます 。 た だ394行 目 で"shedded"とい う形 を 使 っ た
こ と,393行 目 の"sure"及 び397行 目 の"intense"とい うい わ ゆ る ミル ト
ソ 的 なadverbialadjectiveを使 っ た の が 惜 し ま れ ま す 。 ま た,396行 目か
ら の
                    Oftentimes I pray'd 
Intense, that Death would take me from the vale 
And all its burthens—Gasping with despair 
Of change, hour after hour I curs'd myself:
は,息 もつ ま りそ うV'なった様子が まざ まざ と描かれ てい ます。そ してこ
れ らの表現に よ り,神 々の希望 のない状態が よ り一層印象 づけ られ ていま
す。
その次 の四行程,「 ハ イピ リァン」で は89行目か ら92行目 まで と 「没
落」400行か ら403行目まで とは,サ ターソが 目をあげ て,あ た りの様子 を
見 るところですが,両 詩共,た い した相違 はあ りません。"atlength"の
有無,"liftedup"と"raised"の違い,"Andlookaround"の有無,"at
hisfeet"の有無,に す ぎません。
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さて,い よいよ,サ ターンが話を始めるところですが,こ こは も うまる
っき り違 って きています。 「・・イピァ リァン」では"palsiedtongue"と
中風を 病 んだ 者の 舌 の まわ らぬ様子を 表わして い ますが,更 に 最後Y'
"aspenmalady"と付け加えてい ます
。ちなみに,こ こでい う"aspen"と
は,MiriamAllottが
The aspen shakes in the lightest breeze. 
                 (Miriam Allott, p.402)
と 註 を つ け て い る よ うに,少 し の 風 に も よ くxる ポ プ ラ の 一 種 で す 。
"aspenmalady"とい う の は 「xる 病 気 」 で 中 風 の こ と で す
。 そ し て,
こ こ で 。"shookhorrid"の"horrid"はま たadverbialadjectiveです 。
一方,「 没落」 では,`'as"以下三行で 美しいsimileが歌われ まナ。
サ タ ー ソ の 声 が す み ず み ま で し み わ た る あ た り の 様 子 と は,壬`1nossy
9100ms"であ り,"time-eatenoaks"と,desolationの感 じ で す 。 そ し て
ま た,"solitaryPan"はGoldenAgeの 去 っ た 後 の,自 然 の 淋 し さ と 荒
廃 を 暗 示 し て い ま す 。
お わ り に
以上,両 詩 の共通 の詩行 の二番 目の部分 を比較検討 し,そ の相違点を指
摘 してきましたが,お およそ,次 のよ うなことが言xる と思い ます。 第一
に・ 「ハイピァ リァン」 では"Miltonicinversion"と呼ぽれ る倒置 がよ
く使われ てい ますが,「 没落」ではそれ らは避け られ てい ます。 但し,形
容詞 を副詞 に使 うadverbialadjectiveは両詩共 に 見 られ ます。 第二 に,
「ハイピァ リァン」では表 現の仕 方 と荘重 な調子に ミル トンを思わせ るも
のがあ ります。 それに対 して,「 没落」 では,そ の影響か ら離れ,ダ ンテ
の影響が見 られ ると共に,キ ーツ独得 の美 しい表現が 出てきます。
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